
今回は、第14回（平成20年度）環境保全型農業推進コンクールで優秀賞（全国農業協同組

合中央会会長賞）を受賞され、有機農業を核として地域活性化に取り組んでいる「一般財団

法人夢産地とさやま開発公社」（以下「公社」という。）執行理事 大﨑裕一さんを訪ね、農業

の状況・課題等についてお話を伺いました（平成29年６月訪問）。

団 体 名：一般財団法人

夢産地とさやま開発公社

代表者名：永野 干城

所 在 地：高知市土佐山

取組分野：有機農業

○公社の成り立ちを教えてください。

平成元年のJA合併時に、各集落の代表者が集ま

り、これからの土佐山地域をどうしていくかの話し 執行理事の大﨑さん

合いの中で、JAや行政の手が届かない零細農家を支援するための組織が必要だという話が出され、

旧土佐山村住民の熱い期待を受けて平成４年に設立しました。

○有機農業を選択した理由は、何だったのでしょうか？

公社の設立以前からユズの防除等による健康被害や、飼育ブロイラーの糞がそのままユズ園に投

入されることによる悪臭が問題となっていました。また、以前は露地ミョウガの１億円産地でした

が根茎腐敗病が蔓延し、関係機関と共同で長年その対策を模索しましたが効果はありませんでした。

当時、私も行政の担当者でしたが、ある時、お年寄りが昔のとおりに作ればそんな病気にはならな

いと教えてくれました。農家が深層に持つ有機農産物の安全・安心・美味しさの経験と知識が有機

農業へと転換していくきっかけでした。

○公社が取り組んでいる土作り事業について教えてください。

糞の処理の他にも環境に関する問題があり、住民

の環境に対する問題意識の高まりがあったことか

ら、行政もこれまでの化学合成農薬への補助を止め、

昔ながらの土作り、堆肥へ補助を行うこととなり、

土作りセンターができました。それを運営するのが

公社でした。

環境にやさしい農業（減農薬栽培・有機栽培）に

取り組もうというスタンスで土作りを始め、これを

使って、まずは１回でも２回でも農薬の使用を減ら

すよう考えてもらい、今では多くの方に堆肥を利用

してもらっています。

公社特性の堆肥



○堆肥の原料は地域で確保されているのですか？

合併した高知市や近隣市町村から牛ふん、馬ふん、鶏ふんを確保しています。また、地元の特

産であるユズや四方竹の残渣、生協さんの食品残渣も原料としています。自分たちで排出したも

のなど、あらゆるものを循環させていくという意識を持って取り組んでいます。

○農産物の販売についても公社が担っているのですか？

現在約150戸の農家が公社を利用して農産物の販

売を行っていますが、受賞当時と比べ利用者が1.5

倍に増えています。これは四方竹の加工も公社が行

い、わずかな量でも庭先まで集荷することで、つな

がりのある農家が増えたためです。

販売先は、県内外の生活協同組合が主ですが、東

京のホテルなどとも取引をしています。東京のファ

ーマーズマーケットへの出店を継続することで顧客

獲得につなげています。

また、農産物以外でも、清涼飲料水のジンジャー

エールや、堆肥も販売しています。

四方竹の選別機

○６次産業化の取り組みも行っているのですね。

現在の農業生産だけでは経営体としての自立は難しいですが、農業はこの地域の維持のために

必要です。一定の公的支援を受けながら農業に関する事業を継続する一方で、生産から加工・販

売まで６次化しつつ、加工・販売のところで体力を付けたいと考えています。

○今後の取り組みについてお聞かせください。

農業の視点とは違いますが、複合経営体として色々な分野で地域の困り事に取り組んでいかな

ければと考えており、地域唯一のスーパーマーケットの営業にも取り組んでいます。

農業への新規参入の流れは有機農業を志向する者が多くなっていますが、慣行栽培も含めて既

存産地の後継者確保は、もっと違う価値観の中で農業に関わっていくという視点で探す必要があ

ると考えています。

学びの場づくり事業として始めたNPO法人土佐山アカデミーの地域にある資源を生かして今の世

の中との関わりを考える動きと連携して人の交流を続け、その中から何かを見つけなければと思

っているところです。

今後、行政計画「土佐山百年構想」（教育・交流定住・企業創業の一体推進）での「まるごと有

機プロジェクト」としての位置づけを基本として、総合的な産業振興に挑戦していくつもりです。

有機栽培ショウガのほ場 有機栽培ショウガを使ったジンジャーエール


